
第 68回九州循環器撮影研究会 

 

2016 年 1月 9日（土） 場所：九州大学病院（診療棟病棟 旧病院内） 臨床大講堂 

14：00～17：30 

 

14：00 挨拶 

 

講演 1（30分） 

『左心カテーテルで知っておきたい知識 －心内圧の持つ意味と冠動脈造影―』 

演者：九州大学病院 医療技術部 放射線部門 赤嶺寛地 

司会：九州大学病院 医療技術部 放射線部門 宮崎仁志 

 

テーマ討論（120 分）  

『IVR 時のフュージョン技術の有効活用 －治療効率と被ばく低減』（1演者 20分まで） 

司会：小倉記念病院 一ノ瀬良二 

 

・『当社フュージョン機能の可能性』 

演者：東芝メディカルシステムズ(株) 営業推進部Ｘ線担当 小澤秀一先生 

 

・「SCORE Imaging の可能性」 

(株)島津製作所 グローバルマーケティング部 CVS グループ  

演者：後藤 泰輔(ごとう たいすけ) 先生 

 

・『3D画像ガイド下 IVR支援機能のご紹介』 

GE ヘルスケアジャパン DGS&Surgery営業推進部 

演者：柴草 高一（しばくさ こういち）先生 

 

・「マルチモダリティを活用した最新 IVR アプリケーション」 

フィリップス エレクトロニクスジャパン iXR Modality Specialist 

演者：和泉 勇紀（わいずみ ゆうき） 先生 

 

・『透視と 3D像 FUSIONと被ばく低減』 

シーメンスヘルスケアジャパン AT/CI事業部 

演者：大島克士先生 

 

講演 2（30分） 



『モニタ診断時代に診療放射線技師が知っておかなければならない知識と IVR・Hybrid OR における最

新の映像環境について』 

 

演者：EIZO 株式会社 石原誠人先生（いしはらまこと） 

 

司会：九州大学病院 医療技術部 放射線部門 小川和久 

 

17：10 トピックス 

 

 

 

 

ご不明な点は、下記のアドレスまで。 

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

〒８５２-８５０１ 長崎県長崎市坂本１丁目７番１号 

長崎大学病院 医療技術部 放射線部門 

西川 公英(Nishikawa Kimihide) 

TEL：095-819-7436 FAX 095-819-7436 

E-mail kiminisi@nagasaki-u.ac.jp 

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

http://jp.mc1002.mail.yahoo.co.jp/mc/compose?to=kiminisi@nagasaki-u.ac.jp

